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問 C.4.3(b) 

 

𝑓(𝑥, 𝑦) = 𝑥3 + 12𝑥𝑦2 − 12𝑥 とする。 

偏導関数を求めると、 

 

𝑓𝑥(𝑥, 𝑦) = 3𝑥2 + 12𝑦2 − 12 

 𝑓𝑦(𝑥, 𝑦) = 24𝑥𝑦 

 

ｆが(𝑎, 𝑏)で極値をもつとき、𝑓𝑥(𝑎, 𝑏) = 𝑓𝑦(𝑎, 𝑏) = 0 をみたすので、連立二次方程式 

 

{
3𝑥2 + 12𝑦2 − 12 = 0   ⋯ ①

24𝑥𝑦 = 0        ⋯ ②
 

 

の解が、𝑓が極値をとる点の候補の点である。 

②より、𝑥 = 0  または  𝑦 = 0 

𝑥 = 0 のとき、①に代入して、𝑦について解くと、𝑦 = ±1 

𝑦 = 0 のとき、①に代入して、𝑥について解くと、𝑥 = ±2 

よって、極値をとる点の候補点は、(0, ±1), (±2,0) の 4 点である。 



ここで、𝑓(𝑥, 𝑦) の 2 次偏導関数を求めると、 

 

𝑓𝑥𝑥(𝑥, 𝑦) = 6𝑥 

 𝑓𝑥𝑦(𝑥, 𝑦) = 𝑓𝑦𝑥(𝑥, 𝑦) = 24𝑦 

𝑓𝑦𝑦(𝑥, 𝑦) = 24𝑥 

 

これより、判別式 D を 

 

D(𝑥, 𝑦) = 𝑓𝑥𝑥(𝑥, 𝑦)𝑓𝑦𝑦(𝑥, 𝑦) − 𝑓𝑥𝑦(𝑥, 𝑦)2 

= 144𝑥2 − 144 ∙ 4𝑦2       

= 144(𝑥 + 2𝑦)(𝑥 − 2𝑦) 

 

とすると、 

D(0, ±1) = 144 × (−4) < 0 より、𝑓は点(0, ±1)で鞍点をとり、 

D(2,0) = 144 × 4 > 0, 𝑓𝑥𝑥(2,0) = 12 > 0 より、𝑓は点(2,0)で極小値−𝟏𝟔をとり、 

D(−2,0) = 144 × 4 > 0, 𝑓𝑥𝑥(−2,0) = −12 < 0 より、𝑓は点(−2,0)で極大値𝟏𝟔をとる。 

 

∎ 


